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研究成果の概要： 

近代としての「帝国」を、その世界的な支配秩序の形成過程に巻き込まれてきた人びとの経

験の場から実証的・理論的に捉え直すことを目的とした本研究では、それぞれの「植民地」に

おける個々の歴史的実態を解明するためにフィールドワークを重視した。日本国内と韓国での

複数回にわたる国際シンポジウムの開催と現地調査、およびそれらを踏まえた研究交流を通じ

て「帝国／植民地」の形成過程に関する比較分析を蓄積し、グローバル化時代における「国内

植民地主義」の更なる理論化を準備した。 
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  年度  
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１．研究開始当初の背景 
2001 年にニューヨークで起きた 9.11 事件

以降、国民国家を越境するヘゲモニーに対し
て批判的な側からも、そのようなヘゲモニー
を維持・展開しようとする側からも、帝国と
いう言葉が乱発されるようになった。 
しかし、これまで一般化していたマルクス

＝レーニン主義的な帝国（主義）観からの「揺
り戻し」からか、現在の帝国が資本主義シス
テム、主権的な法秩序、国民国家などを基盤

とする、すぐれて「近代」的なヘゲモニーで
あることすら踏まえない議論が現れている。 
 他方で、A.ネグリ＝M.ハートの『帝国』の
ように、帝国に関する新しい理論を抽出する
取り組みもなされてはいる。だが、そうした
帝国論は「近代」的な帝国像に対して「現代」
的な帝国の種差性を抽出しようとするあま
り、近代世界のただなかで帝国によって翻弄
されてきた人々の歴史的現実が捨象され、過
度の抽象に陥ってしまうケースが多かった。 



 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、比較歴史社会学的観点に
より、近代的ヘゲモニーとしての｢帝国｣の形
成プロセスを、そのヘゲモニーに巻き込まれ
てきた人びとの経験の場から、実証的・理論
的に捉え直していくことにある。この目的を
達成するために、帝国システムを法的構成体
としての側面から考察し、(1) 帝国の法に巻
き込まれ「周縁」化されてきた人びとの生活
世界が、どのような変容を被ってきたのか、
また、(2) 「周縁」化されていく人びとの生
活世界との相互作用のプロセスで、帝国とい
うシステムがどのように構成され再編され
てきたのか、という観点から実証研究を進め
るとともに、こうした実証研究を踏まえなが
ら帝国を捉え直す理論的方法の獲得を目指
す。 
主たる研究領域は、「日本帝国」にかかわ
る諸地域であるが、「アメリカ合衆国」をは
じめ他帝国にかかわる諸地域との比較研究
へも、展開を試みるものである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の特色として以下の 4点があげられ
る。 
（1）帝国を、超歴史的な言葉として用いる
のではなく、あくまで「近代の帝国」として
捉える視点を堅持すること。 
帝国が主権的な国民国家の構成原理を不
可避の基盤としていることに留意し、そのヘ
ゲモニーに巻き込まれてきた人々の経験の
場を、主権的な法秩序との格闘の場として捉
える。 
（2）帝国にかかわる「法」現象を、法律や
規則の条文（法文）のみに拘泥せず、法の運
用や秩序形成のプロセスに重心を置いて分
析すること。 
 帝国の「周縁」に巻き込まれた人びとの生
活世界に対応しながら、主権的な体裁を纏い
ながらも法がどのように運用され、「周縁」
においてどのような独特の社会状況が定着
せられていったのかに注目する。 
（3）帝国の法的構成を、「中心」から「周縁」
に向けて一方的に制定される法（文）のレヴ
ェルだけから考えるのではなく、「周縁」と
「中心」の相互作用的な関係の中で再構成さ
れ続ける、不安定で流動的なシステムとして
分析すること。 
 「周縁」に置かれた主権のエージェントた
る出先機関・官吏・将校などが、現地の人々
の生活世界に対応しながらなし崩し的に発
動する法のあり方（の変容）や、「周縁」に
置かれたエージェントが「中心」と取り結ぶ
報告―指示関係のプロセスに注目する。 

（4）「周縁」の経験を捉える際、公式的すな
わち法文上「植民地」として扱われた領域以
上に、「内国」「内地」として処理されていっ
た諸領域の経験にこそ、帝国を捉え直す手が
かりがあると考えること。 
 「日本帝国」において法文上は「内地」と
して処理された、北海道、沖縄諸島、小笠原
諸島など、あるいは、「アメリカ合衆国」に
おいて「連邦」内部として処理された、「イ
ンディアン」の居住地などに、焦点をあてる。 
 
 
４．研究成果 
具体的な研究成果の内容を年度別に記す。 

（1）2006 年度 
 2006 年度は、主として「日本帝国」の形成
過程において主権的な法と生活世界が出会
い両者の相互作用が展開するプロセスを、
「内国」、朝鮮半島、「南洋群島」、小笠原諸
島、沖縄諸島を対象に比較検討した。 
立命館大学で比較的小規模な研究会を開
催したほか、韓国（ソウル）の漢陽大学（比
較歴史文化研究所）で開かれたシンポジウム
「グローバル化と植民地主義」（9月 20 日）
にも参加した。シンポジウムは西川長夫の
「〈新〉植民地主義」の概念を中心におこな
われ、韓国からは林志弦、尹相仁、尹海東の
三氏が、日本からは西川長夫、今西一、高橋
秀寿が報告し、討論がなされた。このシンポ
ジウムの前後（9月 19 日～24 日）にかけて
ソウル市の都市変容に関する調査をおこな
った。 
 また立命館大学国際言語文化研究所の主
催により連続講座「グローバリゼーションと
植民地主義」（11 月 3，10，18，24 日，12 月
1 日）が本研究会のメンバーを中心に企画、
実行された。 
（2）2007 年度 
2007 年度は、前年度の比較研究を継続する
と同時に、「日本帝国」における法形成と生
活世界の関係を、「アメリカ合衆国」「大英帝
国」「フランス帝国」などのそれと比較検討
する作業に重点を置いた。 
小樽商科大学東アジア研究会との共催に
より小樽商科大学で開催された「北海道と国
内植民地シンポジウム」（8月 3日、4日）で
は、「フランス帝国」史を主たる専門とする
平野千果子氏（武蔵大学人文学部教授）を招
聘するなどして、植民地や内国植民地という
言葉を最初に生み出した北海道の諸問題を
他の諸「帝国」との比較史的な観点から報
告・討議した。またこのシンポジウムにあわ
せて、北海道での現地調査も実施した。 
前年度の韓国でのシンポジウムと現地調
査から引き続く研究交流は、立命館大学国際
言語文化研究所と漢陽大学比較歴史文化研
究所の共催により、立命館大学で開催された



国際シンポジウム「グローバル化時代の植民
地主義とナショナリズム」（10 月 19 日～21
日）として結実した。当シンポジウムには漢
陽大学の林志弦、尹相仁の両氏のほか韓国か
ら 10 人ほどの参加者があり、また台湾大学
からは周婉窈氏、中国社会科学院からは孫歌
氏をお迎えして、グローバル化に伴う新しい
植民地主義や新しいナショナリズムの形態、
国際結婚（とりわけベトナム花嫁）、引揚者
と引揚げ体験の記述およびそれに対する旧
植民地出身の人々の反応、などについて率直
な討論をおこなった。 
（3）2008 年度 
 最終年度は、比較歴史社会学的な観点から
「帝国」の形成過程をそのヘゲモニーに巻き
込まれてきた人々の経験の場から実証的・理
論的に捉えなおすことを目的として、韓国と
日本の川崎市に焦点をあててフィールドワ
ークを実施した。 
 韓国では群山市と木浦市（10 月）、安山市
（11 月）と二度にわたって調査をおこない、
日本では、多文化共生モデル地域とされる安
山市との比較から、同じくモデル地域とされ
る川崎市を現地調査した。韓国の穀倉地帯と
して知られる群山市と木浦市では、日本人地
主の進出と植民地都市の開発による収奪の
歴史、そして現代の国家プロジェクトによる
産業団地化の実態を調査した。また翌月の安
山市の調査では多文化主義政策の転換と移
民問題、移民に対する支援活動を調べ、同様
の問題として川崎市では朝鮮学校や保育園
における民族教育や多文化教育の問題、朝鮮
総連川崎支部の共生活動とＮＰＯアリラン
の家における養護老人ホームの運営等を調
査した。 
なお、二回にわたる韓国での調査の前日に
はいずれもシンポジウムが開催されており、
10 月には全北大学校での「世界‐地域的実践
としてのコメ文明：植民地と脱植民地の視座
から」に、11月には漢陽大学での「グローバ
リズムの時代のナショナリズムとトランス
‐ナショナリズム」に参加した。前者におい
ては、西川長夫による基調講演「欧化と回
帰：ナショナルな表象をめぐる闘争」のほか、
研究分担者として今西一と李姵蓉が報告を
し、後者においては、西川長夫の「ナショナ
リズムと民族主義‐孫文とタゴールの民族
主義論を手がかりに」のほか、今西一、高橋
秀寿、麓慎一がそれぞれナショナリズムや内
国植民地に関する報告をした。また川崎市で
の調査の前日にも西川長夫による講演「多文
化共生と国内植民地主義」が横浜国立大学で
開かれ、教員、学生、市民を交えた有意義な
討論が展開された。 
以上の研究報告や現地調査の成果は、『立

命館言語文化研究』と、この報告書とは別に
印刷した三年間にわたる本科研費の『研究成

果報告書』に収録した。また、2006 年度に開
催された連続講座をもとに、同じタイトルの
書籍『グローバリゼーションと植民地主義』
が今年 3月に人文書院から出版された。 
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